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主任保育士（現 園長）が在籍していた。外部専門家の支援を受け、主任保育士が内部コ
ンサルタントとして支援会議を進めてきた保育所であった。 



































支援会議 参加者 ３歳児ｸﾗｽ ４歳児ｸﾗｽ ５歳児ｸﾗｽ
第１回支援会議 保育士のみ 7月2日 7月1日 6月29日
電子メールでの保育コメント 7月7日 7月9日 7月8日
第２回支援会議 外部支援者参加 7月30日 7月30日 7月30日
第３回支援会議 保育士のみ 12月10日 11月13日 11月19日
電子メールでの保育コメント 1月17日 12月22日 12月23日
Ｔａｂｌｅ 1　　Ａ保育所における支援会議及び電子メール支援　日程







































 状況共有  問題や状況を共有するため説明
 問題分析  問題や状況のとらえ方の提示
 視点提供  解決に向けた方向性の提示
 具体的な支援  具体的な支援方法の提示
 整理  これまでに話された解決案内容のまとめ
 同意  解決案に対しての同意
 会話促進  発話意図を明確化する相づち
 オープン  相手の考えを限定せず引き出す質問
 クローズ  限定された答えを求める質問
 会議の目的・方法  支援会議の目的や進め方に関する説明や質問






 分析対象ｶﾃｺﾞﾘ 分析内容 評定項目
 問題同定
   状況共有
   問題分析
 解決案
   視点提供
   具体的な支援
   整理




























































































長い 少し長い ちょうどよい 少し短い 短い
11% 0% 89% 0% 0%
肯定 弱肯定 どちらでもない 弱否定 否定
４．参加した「保育・支援会議」に関する「保育コメント」の内容は、
　　理解できたか
75% 25% 0% 0% 0%
５．参加しなかった「保育・支援会議」に関する「保育コメント」の内容
　　は理解できたか
33% 67% 0% 0% 0%
６．「保育コメント」は、写真や図などを含め、読みやすい内容だったか 89% 11% 0% 0% 0%
７．「保育コメント」により、保育上の課題が「整理」できたか 33% 67% 0% 0% 0%
８．「保育コメント」により、保育上の課題は「解決」されたか 33% 56% 11% 0% 0%
９．「保育コメント」により、保育上の「新たな気付き」はあったか 78% 22% 0% 0% 0%
10．「保育コメント」を受けて、具体的な支援の工夫や改善を行ったか 43% 14% 43% 0% 0%
11．「保育コメント」を受けて、保育について、担当者同士や主任保育士、
　　園長と話す機会は（以前と比べ）変化（回数・時間）したか
22% 56% 22% 0% 0%
12．「保育コメント」を受けて、保育について、担当者同士や主任保育士、
　　園長と話す内容（視点）が明確になったと感じるか
33% 56% 11% 0% 0%
13．「保育コメント」を受けて、子どもの保育への参加の様子が変わったか 11% 78% 11% 0% 0%



































11 月から 12 月に実施した３歳児クラス、４歳児クラス、５歳児クラスそれぞれの最終















































援の視点」に関する発話率は、４歳児クラスが 2014 年度とほとんど変わらない 57％で維














































  27.2%（4歳児ｸﾗｽ・1753語/ 6454語）   26.3%（4歳児ｸﾗｽ・3615語/13723語）
  32.1%（5歳児ｸﾗｽ・2307語/ 7185語）
   27.25%（2ｸﾗｽ平均）    30.25%(3ｸﾗｽ平均)
Ｔａｂｌｅ 9　　支援会議における保育士の「問題同定・問題分析」「解決案」に関する発話率
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解決に向けた発話を促す会議環境を生み出していたと理解できた。 
また、会議の目的や進め方を説明する内部コンサルタントの発話も増えている。参加者





外部支援終了時、2015 年 11 月の全保育士の自己効力感の平均値は 17.3 ポイント（最




や実際の「行動」生起を示す領域の数値は、2015 年度は 29.5 ポイント（最高値 40 ポイン
ト）となり、2013 年度は 30.0 ポイント、2014 年度は 28.0 ポイントであった。昨年度と
比較すると 1.5 ポイントの伸びが見られた。特別な支援が必要な子ども等への「気付き」
・保育所内外に相談や支援を希求する「コンサルテーションニーズ」を示す領域では 2015
年度は 29.0 ポイント（最高値 40 ポイント）となり、2013 年度は 31.0 ポイント、2014 年








自己効力感（平均） 17.0 17.4 17.3
コミュニケーション・行動（中央値） 30.0 28.0 29.5
気付き・ニーズ（中央値） 31.0 28.0 29.0
Table 10　校内の意識及び行動アセスメント結果
自己効力感の最高値は25.0ﾎﾟｲﾝﾄ、その他は最高値40.0ポイント
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これらの結果を「コミュニケーション・行動と気付き・ニーズの傾向」グラフで示した
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